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この度は、弊社のワイヤレススイッチＨＥＲＣＯＭ１１ＳＷ Ｓ／Ｓタイプ

（スペクトラム拡散方式）をご導入いただき誠にありがとうございました。

本機をお役に立てていただくために、本説明書を充分にお読み下さいますよう

お願い申し上げます。
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１．概論

１－１ 適 用

本説明書はワイヤレススイッチ〔ＨＥＲＣＯＭ１１ＳＷ Ｓ／Ｓタイプ〕に

適用します。

１－２ 概 要

本機は、各機器から出力されるスイッチのＯＮ・ＯＦＦ信号を伝送するユニ

ットです。

本機を２台使用することにより１６点のスイッチのＯＮ・ＯＦＦ信号を送受

信することができます。

またオプションの増設用ユニット〔ＨＳＷ－０１〕を２台まで、接続するこ

とができ、ＭＡＸ４８点までのスイッチのＯＮ・ＯＦＦ信号を送受信すること

ができます。

電波による伝送方式のためケーブルが不要となり遠隔での信号の入出力を可

能にします。

またデータを１ヶ所で集中して把握することもでき生産の合理化に大きな効

果をもたらします。

１－３ 特 長

（１）スイッチのＯＮ・ＯＦＦ信号を１６点まで伝送できます。

（２）オプションの増設用ユニット〔ＨＳＷ－０１〕を接続することにより、

最大４８点まで伝送できます。

（３）スイッチデータの状態は表示灯が付いているためモニターできます。

（４）本機を２台使用することによりスイッチデータの送受信が可能です。

（システム構成図 ａ）

（５）１台のホストコンピュータで、最大３２台まで本機のデータ収集及びセ

ットが可能です。（本機が出力にセットされている場合でもその出力デ

ータを読むことが可能 システム構成図 ｂ）

但し、（５）においては本機の仕様変更及びＳ／Ｓモデム（双葉製）並

びにデータ処理用ホストコンピュータが必要です。

詳細については、弊社営業部までお問い合わせ下さい。



- 3 -

１－４ 構成及びシステム構成図

本機は１６点のスイッチの入出力用端子、２つの入出力切換スイッチ、内部処理

及び通信処理を行う８ビットＣＰＵユニット、無線送受信ユニットを１つのケー

スに納めたコンパクトな構成となっています。

＜システム構成図＞

（ａ）１対１で使用する場合

ANT

工作機 １１ＳＷ １１ＳＷ シーケンサ

（ｂ）複数の１１ＳＷからデータを収集する場合

Ｓ／Ｓモデム

１１ＳＷ

１１ＳＷ １１ＳＷ

上記のようにＳ／Ｓモデム（ＦＲＨ－ＳＤ０３Ｔ）と１対Ｎにて使用する場合

弊社営業部までお問い合わせ下さい。
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２．規格

端子 赤色ＬＥＤ×１６

表 モニター 入力又は出力が有効時に点灯

示

部 入出力切換 赤色ＬＥＤ×２ 出力側の時に点灯

モニター 緑色ＬＥＤ×２ 入力側の時に点灯

入

出 入出力端子 入力：無電圧接点

力 出力：オープンコレクタ

部 絶対最大耐圧ＤＣ３５Ｖ、最大定格電流５０ｍＡ

入出力切換 ８点単位で入力又は、出力の切り換え

スイッチ （電源立ち上げ時有効）

使用周波数 ２．４ＧＨｚ帯の１波

送

受 変調方式 スペクトル拡散方式

信

部 データ ＲＳ－２３２Ｃ準拠 ボーレート４８００ＢＰＳ

通信方式 ８ｂｉｔノーパリティ

２ストップビット

通信距離 屋内６０ｍ（屋外では３００ｍ程度）

電 源 ＡＣ１００Ｖ 約１５Ｗ

寸 法 別項寸法図参照

重 量 約１．２Ｋｇ

使用温度 ０℃～５０℃
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３．各部の名称

電源コード ：ＡＣ１００Ｖ入力２Ｐプラグ付きケーブル（約１．７ｍ）

パワーＳＷ ：電源入切スイッチ

端子台 ：入力又は、出力用端子

切換ＳＷ ：８点ずつ入力又は出力に設定するための切換スイッチ

入出力切換モニター ：切換ＳＷのモニター（入力側：緑ＬＥＤ、出力側：赤ＬＥＤ）

端子モニター ：端子状態（ＯＮ／ＯＦＦ）チェック用モニターＬＥＤ

つば付きアンテナ ：１．５Ｄ同軸ケーブル（約１ｍ）付き外部接続アンテナ
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４．入出力端子台

１対１で使用する場合

端子１～８（または９～１６）を入力に設定したときには必ず相手側１１ＳＷ

の入力端子１～８（または９～１６）を出力側に設定して下さい。（必ず、電源

を切ってから設定し直して下さい。）

外部配線例

端子No 信 号 （入力側に設定した場合）

１(9) スイッチ入出力端子

２(10) 〃

３(11) 〃

４(12) 〃

５(13) 〃

６(14) 〃

７(15) 〃

８(16) 〃

信号ＧＮＤ(他のGNDと共通)ＣＯＭ

外部配線例

端子No 信 号 （出力側に設定した場合）

１(9) スイッチ入出力端子

２(10) 〃

３(11) 〃

４(12) 〃

５(13) 〃

６(14) 〃

７(15) 〃 相手側電源

＋８(16) 〃

－ＣＯＭ 信号ＧＮＤ(他のGNDと共通)

(5V～MAX35V)

注）ランプ等を直接駆動した場合は、ＯＮ用のラッシュカレントとして通常の

約１０倍の電流が流れますので注意が必要です。（場合によっては本機内

蔵のドライブ回路が破損する恐れがあります）

《端子１ヶ当たりの電流はＭＡＸ５０ｍＡ》
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５．寸法図
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６．設置方法

本機の設置はまずデータの発生場所近くで双方の機器のアンテナがなるべく

見通せる位置を選んで下さい。

設置場所が決まりましたら、取り付ける前に電波のテストを行います。

◎本機を１対１で使用する場合、設置場所にて双方の機器の電源ＡＣ１００Ｖ

を接続して電源ＳＷをＯＮにして下さい。

片方の機器の端子１から８を入力側、９から１６を出力側にし、もう片方の

機器の端子１から８を出力側、９から１６を入力側に設定します。どちらの

機器においても入力側のある端子とＣＯＭ端子を接続したときにあいて機器

の対応した出力が安定してＯＮになることを端子台モニターＬＥＤにて確認

して下さい。

◎取り付け場所は熱、振動、ほこり等の少ない場所を選んで下さい。

◎電源は変動の無いＡＣ１００Ｖより供給して下さい。

◎入力はＤＣ５Ｖ １０ｍＡを安定してＯＮ・ＯＦＦできる無電圧接点から取

って下さい。

◎出力はオープンコレクタ出力となっていますので、そのままでは出力が現れ

ません。他機器から電源を供給して下さい。その場合は他の機器のＧＮＤと

本機のＣＯＭ端子を接続して下さい。
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７．使用方法

本機を１対１で使用するか、または本機とホスト側のＳ／Ｓモデムにて使用す

るかにより使用方法が変わります。

７－１ 本機を１対１で使用する場合

（１）本機の電源を入れる前に、本機を入力か出力かどちらで使用したいかを決め入出

力切換スイッチで設定します。

例えばＡ機の端子１～８を入力にすればＢ機の端子１～８を出力に設定し、Ａ機

の端子９～１６を出力にすればＢ機の端子９～１６を入力に設定します。

（２）電源を投入時、入出力切換モニターを確認して下さい。赤色ＬＥＤが点灯すれば

出力側です。緑色ＬＥＤが点灯すれば入力側です。

（３）設定を変更する時には一度電源を切ってから、入出力切換スイッチを変更して下

さい。

（４）入力及び出力端子に接続する時には、一度電源スイッチを切ってから接続して下

さい。

（５）１フロア等、近距離にて複数台のご使用の場合混信等の影響を無くすために機器

ＮＯを付けて同じ機器同士のセットで通信出来ます。（詳しくはＰ１２ディップ

ＳＷの設定をご覧下さい。）

（６）１フロアで２セット以上、使用するにはチャネルを変更する必要があります。

（１対１の使用条件にて最大８台までご使用になれます。詳しくはＰ１３のチャ

ネル変更をご覧下さい。）

（７）１対１双方向通信時、相手の電波が途切れてから１秒経っても相手からのＳＷデ

ータが送られてこない場合受信側に於いて出力をＯＦＦにします。

７－２ 本機とＳ／Ｓモデム（ＦＲＨ－ＳＤ０３Ｔ双葉製）で使用する場合は、弊社営業

部までお問い合わせ下さい。
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８．動作指定方法

８－１ １１ＳＷの設定

出荷時機器№は「０」です。機器№を変更するにはまず、１１ＳＷ上蓋を両

横のビス４カ所を外して取ります。上蓋を外すと基板上角に８連のディップス

イッチがあります。この内のＳＷ１からＳＷ５までが機器№を設定するための

ＳＷです。２進数にて設定します。ちなみに機器№「０」は全てＯＦＦになり

ます。またＳＷ１から５まで全てＯＮにすれば「３１」となります。必ず、１

対１でのご使用の場合は機器№を同じにして下さい。

ＳＷ６から８まで出荷時固定で使用してください。ＳＷ６は使用ユニットを

決めます。Ｓ／Ｓユニット使用時、ＯＮとします。

ＳＷ７及び８は送信条件を決めるためのＳＷで１対１双方向通信では両方とも

ＯＦＦとします。
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８－２ Ｓ／Ｓユニット周波数変更方法

・＋のドライバーにて側面にあるユニットを止めているビス２カ所のビスを外し

ます。ビスを取り外したならばユニットを本体から引き抜いて下さい。（つば付

きアンテナをつけたまま引き抜いた方が引き抜きやすいと思います。）

・ロータリーＳＷにて無線回線の周波数グループを設定します。ロータリーＳＷ

は小型のマイナスドライバーを矢印部分に差し込んでまわすことが出来ます。

ロータリーＳＷは０～７のいずれかに設定します。８～Ｆには設定しないで下さ

い。このロータリーＳＷで設定されるチャネルは下記のチャネルグループに分け

られます。各チャネルグループごと３チャネルの周波数を使いこの内いずれか選

択された１波を使用します。
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周波数グループ割り当て表

グループ番号 使用周波数番号 グループ番号 使用周波数番号

０ ０，８，１６ ４ ４，１２，２０

１ １，９，１７ ５ ５，１３，２１

２ ２，１０，１８ ６ ６，１４，２２

３ ３，１１，１９ ７ ７，１５，２３

出荷時グループ０に設定されています。

使用周波数表

周波数番号 使用周波数 (MHz) 周波数番号 使用周波数 (MHz)

０ ２４７２．０ １２ ２４８４．０

１ ２４７３．０ １３ ２４８５．０

２ ２４７４．０ １４ ２４８６．０

３ ２４７５．０ １５ ２４８７．０

４ ２４７６．０ １６ ２４８８．０

５ ２４７７．０ １７ ２４８９．０

６ ２４７８．０ １８ ２４９０．０

７ ２４７９．０ １９ ２４９１．０

８ ２４８０．０ ２０ ２４９２．０

９ ２４８１．０ ２１ ２４９３．０

１０ ２４８２．０ ２２ ２４９４．０

１１ ２４８３．０ ２３ ２４９５．０


